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項目 内容

1.企業情報  業種：製造業
 事業概要：医薬品原薬、製剤、飲料、食品等 製造
 事業規模：（売上：5,000億円、従業員数：5,627人）

2.削減目標
案
※定量値公表が
難しい場合、定性
的説明でも可

＜Scope１・２の削減目標と削減に向けた取り組み＞
目標(案)： 2030年に2017年比で24%削減など
※工場での燃料転換と電力の再エネ化を推進

＜Scope３の削減目標と削減に向けた取り組み＞
• サプライヤー＆ロジスティクスの90％以上に対してＧＨＧ削減目
標の設定を確認する
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項目 内容

3.基準年の
GHGインベ
ントリ[数値は
任意]

 Scope１・２・３の排出量の状況
（※割合は必須、グラフを挿入）

※2016年のScope１・２・３排出量（国内の
み）の内訳

 SCOPE1：
18,000 [tCO2]

 SCOPE2：
70,000 [tCO2]

 SCOPE3：
[tCO2]（任意）

目標の対象セクター：
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直接排出（ｽｺｰﾌﾟ1）

１８千トン

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源の

間接排出（ｽｺｰﾌﾟ2）

７０千トン

購入した製品・ｻｰﾋﾞｽ

１９０千トン
資本財

３５千トン

ｽｺｰﾌﾟ1,2以外の燃料

及びｴﾈﾙｷﾞｰ関連費用

９千トン

輸送、配送（上流）

２７千トン

事業から出る廃棄物, 

９千トン

出張

２千トン

雇用者の通勤,

２千トン

リース資産（上流）

５千トン

輸送、配送（下流）,

９千トン

販売した製品の使用, 

７３千トン

販売した製品の廃棄, 

１５千トン
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項目 内容

4.気候変動
によるリスクと
機会の分析

 将来的に原材料調達に重大な変化が生じる可能性や、対策の
遅れが事業継続性の悪化につながることも懸念される

 自社やサプライヤーの省エネ活動の促進や、安価な再エネの導
入によって、エネルギーコストの削減が実現できれば、生産や調
達のコストの削減につながる可能性がある

 対策に取り組むことによるCDPやDJSI等の外部企業評価の向
上が期待される

5.削減目標
設定の背
景・目的・期
待する効果
など

 自社の環境経営戦略において気候変動のリスクと機会を位置づ
けるため、中長期CO2削減目標の策定を計画。これの目標が2
度目標の水準に整合すると表明できるように、SBTの認定を受け
ることを目指している。

 SBT取得により、ステークホルダーからの削減要請に応えることを
示し、社内においても積極的にCO2削減を進める根拠とする。

SBT成果報告 2017年度



大塚製薬株式会社

4

項目 内容

6.目標設定
のプロセスと
社内の議論

 環境部門で目標案を検討、社内環境委員会で社内コンセンサ
スを得た上で取締役会での承認後、SBTイニシアチブへ提出。
社内環境委員会においては、各部門別に温暖化のリスクと機会
を検討したことで、２℃目標に整合した長期目標の必要性を共
有できた。

7.今後の課
題

 Scope２の削減において、太陽光発電等の再生可能エネル
ギーの導入が必要であるが、経済的合理性を検討していくことが
必要。

 Scope１の削減において、海外の生産拠点での燃料転換を積
極的に進めることが必要。
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